
問合せ　地域包括支援センター
認知症はだれにでも起こり得る脳の病気で、85歳

以上の４人に１人にその症状があると言われていま
す。認知症になっても、正しい知識と適切な対応・
援助を受けることで、その人らしい生活を続けるこ
とができます。市では認知症の人とその家族が住み
慣れた地域で、安心して暮らし続けることができる
よう、「認知症初期集中支援チーム」を設置してい
ます。
こんなとき、お手伝いします
・もしかして認知症かもしれない
・心配だけど、どうしたらよいかわからない
・認知症の症状が強く、介護や対応に困っている
認知症初期集中支援チームとは
認知症の人とその家族に対して早期に関わり、支
援することを目的に、専門医や看護師、介護福祉士、
社会福祉士で構成されたチームです。チーム員が自
宅を訪問し、ケアや介護サービス利用などについて
アドバイスします。また、かかりつけ医と連携を図
り、早期診断・早期対応につなげ、認知症になって
も住み慣れた地域で、安心して暮らせる体制づくり
をお手伝いします。１人で悩まず、是非ご相談くだ
さい。

認知症に関する相談窓口
地域包括支援センターでは、認知症予防のための
取組みから、介護保険サービスの受け方、成年後見
制度など、認知症の人とその家族の支援のための情
報提供などを行っています。担当地区エリアの地域
包括支援センターへ気軽にお問い合わせください。

チェックしてみよう「認知症」
加齢によるもの忘れと認知症の違いをチェックし
てみましょう。

認知症簡易チェックシステムは、
ＱＲコードを読み込みアクセスす
るか高齢介護課ホームページをご
覧ください。
※利用料は無料ですが、通信料は
自己負担になります。なお、個人
情報の入力は不要です。　　　　　　　
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５月25日に実施したチャレンジデーへご参加いた
だきありがとうございました。
当日、たくさんの市民の皆さんや企業の皆さんに

ご参加いただき、53,193人の参加報告がありました。
参加率は、碧南市74.1％に対し丸亀市68.1％で、見
事３連勝をおさめることができました。負けた自治
体が、対戦相手の市旗を市役所庁舎に１週間掲げる
ことがチャレンジデーのルールですが、お互いの健
闘をたたえあうため、丸亀市の市旗を碧南市役所の
メインポールに掲げました。
チャレンジデーは、５月の最終水曜日にどれだけ

の人が運動したかを競うイベントです。運動は、意
識して体を動かせば何でもＯＫです。このイベント
をきっかけに健康づくりに関心を持ち、是非、運動・
スポーツを習慣化してください。

結果
碧南市　74.1％（53,193人／71,766人）
丸亀市　68.1％（77,321人／113,593人）
昨年の結果
碧南市　79.7％（57,222人／71,793人）
※全国では128の自治体・地域が参加しました。人口
5,381,691人中2,923,999人が参加し、平均参加率は
54.3％でした。

５月１日号の広報へきなんで
募集した人数当てクイズの当選
者は、小池弘さんです。参加者
数を53,500人と予想されました。
今年人気だったチャレンジデー
Ｔシャツなどのグッズを賞品と
してお渡ししました。 △小池弘さん

問合せ　臨海体育館内市チャレンジデー実行委員会　☎（48）5311
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